
10

20

JP 7527898 B2 2024.8.5

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7527898号

(P7527898)
(24)登録日　令和6年7月26日(2024.7.26)(45)発行日　令和6年8月5日(2024.8.5)

(54)【発明の名称】　フレーム付きデッキ

(51)国際特許分類
　   Ｅ０４Ｂ 1/00 (2006.01)
　   Ｅ０４Ｆ 15/00 (2006.01)
　   Ｅ０４Ｈ 1/12 (2006.01)

ＦＩ
　Ｅ０４Ｂ 1/00 ５０１Ｈ 　　　
　Ｅ０４Ｆ 15/00 　　　Ｇ 　　　
　Ｅ０４Ｈ 1/12 　　　Ｂ 　　　

(21)出願番号　 特願2020-147973(P2020-147973)
(22)出願日　 令和2年9月3日(2020.9.3)
(65)公開番号　 特開2022-42554(P2022-42554A)
(43)公開日　 令和4年3月15日(2022.3.15)

審査請求日　 令和5年3月24日(2023.3.24)

(73)特許権者　 000175560
三協立山株式会社
富山県高岡市早川７０番地

(74)代理人　 100136331
弁理士　小林  陽一

(72)発明者　 赤井  忠剛
富山県高岡市早川７０番地  三協立山株 
式会社内

(72)発明者　 原田  豪太
富山県高岡市早川７０番地  三協立山株 
式会社内

審査官　 伊藤  昭治

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 デ ッ キ 材 と 、 デ ッ キ 材 を 支 持 す る デ ッ キ 材 支 持 材 と 、 デ ッ キ 材 上 に 設 け た フ レ ー ム と 、  
フ レ ー ム の 下 端 部 に 設 け た フ レ ー ム 固 定 金 具 と を 備 え 、 フ レ ー ム 固 定 金 具 は 、 デ ッ キ 材 上  
に 載 置 さ れ る プ レ ー ト と 、 フ レ ー ム の 中 空 部 内 に 配 置 さ れ る 筒 状 部 を 有 し 、 プ レ ー ト は 、
外 形 が フ レ ー ム の 外 形 と 同 じ 大 き さ に な っ て お り 、 プ レ ー ト と 筒 状 部 を 一 体 化 し た 状 態 で  
プ レ ー ト を デ ッ キ 材 上 に 載 置 し て 筒 状 部 の 内 側 で 上 方 か ら の ね じ で デ ッ キ 材 支 持 材 に 固 定  
し て あ り 、 筒 状 部 は 、 側 方 か ら の ね じ で フ レ ー ム に 固 定 し て あ る こ と を 特 徴 と す る フ レ ー  
ム 付 き デ ッ キ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ ッ キ 上 に フ レ ー ム を 設 け た フ レ ー ム 付 き デ ッ キ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 住 宅 の 庭 に 家 族 の 団 ら ん 等 の た め に デ ッ キ が 設 け ら れ る こ と が あ る が （ 例 え ば 、 特 許 文  
献 １ 参 照 ） 、 デ ッ キ 上 に 日 除 け や 照 明 等 を 取 付 け た い と い う 要 望 が あ っ た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】

請求項の数　1　（全11頁）
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【 文 献 】 　 特 開 ２ ０ １ ７ － ７ ２ ０ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 以 上 に 述 べ た 実 情 に 鑑 み 、 デ ッ キ 上 に 日 除 け や 照 明 等 を 取 付 け る こ と の で き る  
フ レ ー ム 付 き デ ッ キ の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 課 題 を 達 成 す る た め に 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ る フ レ ー ム 付 き デ ッ キ は 、 デ ッ キ  
材 と 、 デ ッ キ 材 を 支 持 す る デ ッ キ 材 支 持 材 と 、 デ ッ キ 材 上 に 設 け た フ レ ー ム と 、 フ レ ー ム  
の 下 端 部 に 設 け た フ レ ー ム 固 定 金 具 と を 備 え 、 フ レ ー ム 固 定 金 具 は 、 デ ッ キ 材 上 に 載 置 さ  
れ る プ レ ー ト と 、 フ レ ー ム の 中 空 部 内 に 配 置 さ れ る 筒 状 部 を 有 し 、 プ レ ー ト は 、 外 形 が フ  
レ ー ム の 外 形 と 同 じ 大 き さ に な っ て お り 、 プ レ ー ト と 筒 状 部 を 一 体 化 し た 状 態 で プ レ ー ト  
を デ ッ キ 材 上 に 載 置 し て 筒 状 部 の 内 側 で 上 方 か ら の ね じ で デ ッ キ 材 支 持 材 に 固 定 し て あ り  
、 筒 状 部 は 、 側 方 か ら の ね じ で フ レ ー ム に 固 定 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ る フ レ ー ム 付 き デ ッ キ は 、 デ ッ キ 材 と 、 デ ッ キ 材 を 支 持 す る デ  
ッ キ 材 支 持 材 と 、 デ ッ キ 材 上 に 設 け た フ レ ー ム と 、 フ レ ー ム の 下 端 部 に 設 け た フ レ ー ム 固  
定 金 具 と を 備 え 、 フ レ ー ム 固 定 金 具 は 、 デ ッ キ 材 上 に 載 置 さ れ る プ レ ー ト と 、 フ レ ー ム の  
中 空 部 内 に 配 置 さ れ る 筒 状 部 を 有 し 、 プ レ ー ト は 、 外 形 が フ レ ー ム の 外 形 と 同 じ 大 き さ に  
な っ て お り 、 プ レ ー ト と 筒 状 部 を 一 体 化 し た 状 態 で プ レ ー ト を デ ッ キ 材 上 に 載 置 し て 筒 状  
部 の 内 側 で 上 方 か ら の ね じ で デ ッ キ 材 支 持 材 に 固 定 し て あ り 、 筒 状 部 は 、 側 方 か ら の ね じ  
で フ レ ー ム に 固 定 し て あ る こ と で 、 デ ッ キ 上 の ど こ に で も フ レ ー ム を 取 付 け で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 図 ６ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ４ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｘ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の フ レ ー ム 付 き デ ッ キ の 一 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 フ レ ー ム 付 き デ ッ キ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 フ レ ー ム 付 き デ ッ キ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 フ レ ー ム を デ ッ キ に 固 定 す る 部 分 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ － １ 】 フ レ ー ム 構 造 体 の 施 工 手 順 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ － ２ 】 フ レ ー ム 構 造 体 の 施 工 手 順 （ 図 ８ － １ の 続 き ） を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 柱 固 定 金 具 を 位 置 決 め し て い る と き の 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の フ レ ー ム 付 き デ ッ キ の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の Ｃ － Ｃ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 柱 と 梁 の 連 結 部 を 示 す 正 面 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 通 常 時 の 状 態 、 （ ｂ ） 及 び （  
ｃ ） は 地 震 等 で 横 荷 重 が 作 用 し た と き の 状 態 を 示 す 。
【 図 １ ４ 】 比 較 例 と し て 柱 端 部 キ ャ ッ プ を 取 付 け な か っ た 場 合 の 柱 と 梁 の 連 結 部 を 示 す 正  
面 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 通 常 時 の 状 態 、 （ ｂ ） 及 び （ ｃ ） は 地 震 等 で 横 荷 重 が 作 用 し た と  
き の 状 態 を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ ～ ７ は 、 本 発 明 に 係 る フ レ  
ー ム 付 き デ ッ キ の 一 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 本 フ レ ー ム 付 き デ ッ キ は 、 図 ４ ～ ６ に 示 す よ  
う に 、 住 宅 の 庭 に 外 壁 １ ３ に 沿 っ て 設 置 し た デ ッ キ １ ４ の 上 に 、 立 方 体 状 の 形 に 組 ん だ フ  
レ ー ム 構 造 体 １ ５ を 設 置 し て あ る 。
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　 フ レ ー ム 構 造 体 １ ５ は 、 前 後 方 向 及 び 左 右 方 向 に 間 隔 を お い て 立 設 し た ４ 本 の 柱 （ フ レ  
ー ム ） ３ と 、 柱 ３ の 上 端 部 間 に 架 設 し た ４ 本 の 梁 （ フ レ ー ム ） ９ と で 構 成 さ れ て い る 。 梁  
９ に は 、 図 １ に 示 す よ う に フ ッ ク １ ６ が 取 付 け て あ り 、 フ ッ ク １ ６ に 引 っ 掛 け て シ ー ト 状  
の 日 除 け １ ７ を 取 付 け て あ る 。 日 除 け １ ７ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 梁 ９ で 囲 ま れ た 開 口 部  
を 塞 い で お り 、 こ れ に よ り デ ッ キ １ ４ 上 に 日 陰 が で き る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 デ ッ キ １ ４ は 、 図 ４ ～ ６ に 示 す よ う に 、 複 数 の 大 引 き （ デ ッ キ 材 支 持 材 ） １ ８ を 束 柱 １  
９ で 支 持 し て 前 後 方 向 に 間 隔 を お い て 左 右 方 向 に 設 置 し 、 大 引 き １ ８ 上 に デ ッ キ 材 １ ， １  
， … を 左 右 方 向 に 並 べ て 取 付 け 、 外 壁 １ ３ 側 を 除 く 三 方 の 縁 部 に 幕 板 ２ ０ を 取 付 け 、 幕 板  
２ ０ で デ ッ キ 材 １ の 端 面 及 び 側 面 と 大 引 き １ ８ の 端 面 及 び 側 面 を 隠 し て あ る 。
　 デ ッ キ 材 １ は 、 木 粉 を 混 ぜ た 合 成 樹 脂 を 押 出 成 形 し た も の で あ り 、 図 １ に 示 す よ う に 、  
中 空 部 を 有 す る 板 状 に 形 成 さ れ て お り 、 両 側 の 縁 部 に は 上 係 合 部 ７ と 下 係 合 部 ８ が 側 方 に  
突 出 し て 設 け て あ る 。 デ ッ キ 材 １ は 、 左 右 方 向 に 隙 間 ５ ３ を あ け て 配 置 さ れ 、 デ ッ キ 材 １  
同 士 の 隙 間 ５ ３ に 配 置 し た デ ッ キ 材 固 定 金 具 ２ を 下 係 合 部 ８ に 係 合 さ せ 、 上 方 か ら の ね じ  
２ １ で 大 引 き １ ８ に ね じ 止 め す る こ と で 、 下 方 に 押 し 付 け て 大 引 き １ ８ に 固 定 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 柱 ３ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 略 正 方 形 断 面 の 中 空 ア ル ミ 形 材 で 形 成 さ れ て い る 。 柱 ３ は  
、 各 コ ー ナ ー 部 に タ ッ ピ ン グ ホ ー ル ２ ３ が 設 け て あ る 。
　 柱 ３ の 下 端 部 に は 、 柱 固 定 金 具 （ フ レ ー ム 固 定 金 具 ） ５ が 設 け て あ る 。 柱 固 定 金 具 ５ は  
、 ス テ ン レ ス 製 の 正 方 形 の プ レ ー ト ２ ５ と 、 ア ル ミ 形 材 で 形 成 し た 柱 ３ よ り 断 面 が 一 回 り  
小 さ い 筒 状 部 ２ ６ と か ら な り 、 プ レ ー ト ２ ５ の ４ 隅 に 下 方 よ り 挿 通 し た ね じ ２ ７ を 筒 状 部  
２ ６ に 形 成 さ れ た タ ッ ピ ン グ ホ ー ル ２ ８ に ね じ 込 む こ と で 一 体 化 し て あ る 。 プ レ ー ト ２ ５  
は 、 図 ２ ， ７ に 示 す よ う に 、 外 形 が 柱 ３ の 外 形 と 同 じ 大 き さ に な っ て お り 、 柱 固 定 金 具 ５  
を デ ッ キ １ ４ に 固 定 す る た め の ね じ ２ ２ が 挿 通 さ れ る ね じ 挿 通 孔 ２ ９ と 、 水 抜 き 孔 ３ ０ が  
形 成 し て あ る 。 柱 固 定 金 具 ５ は 、 プ レ ー ト ２ ５ の 周 縁 部 が 筒 状 部 ２ ６ か ら は み 出 し て つ ば  
５ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 柱 固 定 金 具 ５ を デ ッ キ 材 １ 上 に 載 置 し 、 ね じ 挿 通 孔 ２ ９ （  
図 ７ 参 照 ） に 上 方 か ら 挿 通 し た ね じ ２ ２ を 、 デ ッ キ 材 １ を 貫 通 さ せ て 大 引 き １ ８ に 螺 入 す  
る こ と で 、 柱 固 定 金 具 ５ が デ ッ キ １ ４ に 固 定 さ れ て い る 。 そ の 上 で 、 柱 ３ の 下 端 部 を 筒 状  
部 ２ ６ の 周 囲 に 嵌 め 入 れ 、 柱 ３ の 下 端 面 を つ ば ５ ８ 上 に 載 置 し 、 側 方 か ら の ね じ ３ ２ で 柱  
３ と 筒 状 部 ２ ６ を 固 定 し て い る 。 こ う し て 柱 ３ は 、 大 引 き １ ８ に 固 定 さ れ て い る 。 柱 ３ は  
、 大 引 き １ ８ 上 の 長 手 方 向 の 任 意 の 位 置 に 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 梁 ９ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ア ル ミ 形 材 で 略 長 方 形 断 面 の 筒 状 に 形 成 し て あ る 。 柱 ３ の  
上 端 部 側 面 に は 、 柱 梁 連 結 具 １ ０ が 取 付 け て あ る 。 柱 梁 連 結 具 １ ０ は 、 金 属 の 板 を コ 字 形  
に 曲 げ て 形 成 し た も の で あ り 、 上 壁 ３ ９ と 下 壁 ４ ０ と 縦 壁 ４ １ を 有 し 、 縦 壁 ４ １ を 柱 ３ の  
側 面 に 当 接 し て ね じ ４ ２ で 固 定 し て あ り 、 上 壁 ３ ９ は 梁 ９ の 上 壁 ４ ３ の 下 面 に 当 接 さ せ て  
上 方 か ら の ね じ ４ ４ で 固 定 し て あ り 、 下 壁 ４ ０ は 梁 ９ の 下 壁 ４ ５ の 下 面 に 当 接 し て 下 方 か  
ら の ね じ ４ ６ で 固 定 し て あ る 。 梁 ９ は 、 下 面 に 溝 ４ ７ が 長 手 方 向 に 沿 っ て 形 成 し て あ り 、  
当 該 溝 ４ ７ に 下 方 よ り 目 板 ４ ８ を 係 合 取 付 け す る こ と で 、 柱 梁 連 結 具 １ ０ を 隠 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 柱 ３ の 上 端 に は 、 図 １ ， ３ に 示 す よ う に 、 ス テ ン レ ス の 板 で 形 成 し た 柱 端 部 キ ャ ッ プ １  
１ を 取 付 け て 柱 ３ の 小 口 を 塞 い で あ る 。 柱 端 部 キ ャ ッ プ １ １ は 、 柱 ３ の タ ッ ピ ン グ ホ ー ル  
２ ３ に 螺 入 す る ね じ ４ ９ で 柱 ３ の 端 面 に 固 定 し て あ る 。 柱 端 部 キ ャ ッ プ １ １ は 、 柱 ３ に 連  
結 し た ２ 本 の 梁 ９ ， ９ の 上 面 に 当 接 し て 梁 ９ ， ９ 側 に の び る 延 出 部 １ ２ ， １ ２ を 一 体 に 有  
し て お り 、 延 出 部 １ ２ ， １ ２ は 柱 梁 連 結 具 １ ０ の 上 壁 ３ ９ に 螺 入 す る ね じ ４ ４ で 梁 ９ と 共  
に 柱 梁 連 結 具 １ ０ に 固 定 さ れ 、 さ ら に 上 方 か ら の ね じ ５ ０ で 梁 ９ の 上 壁 ４ ３ に 固 定 し て あ  
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 柱 端 部 キ ャ ッ プ １ １ が 無 い 場 合 に 、 地 震 の 揺 れ や 強 風 、 あ  
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る い は 柱 ３ に 人 が 寄 り か か る な ど し て フ レ ー ム 構 造 体 １ ５ に 横 荷 重 が 作 用 す る と 、 図 １ ４  
（ ｂ ） ， （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 梁 ９ の 上 端 と 柱 ３ 間 （ 図 中 ａ 部 ） や 梁 ９ の 下 端 と 柱 ３ 間 （  
図 中 ｂ 部 ） に 隙 間 ５ １ が 生 じ 、 そ の 結 果 、 フ レ ー ム 構 造 体 １ ５ が 揺 れ る 。
　 こ れ に 対 し 本 フ レ ー ム 付 き デ ッ キ は 、 図 １ ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 柱 ３ の 上 端 部 に 柱 端  
部 キ ャ ッ プ １ １ を 取 付 け て 柱 ３ の 小 口 を 塞 ぐ と と も に 、 柱 端 部 キ ャ ッ プ １ １ の 延 出 部 １ ２  
を 梁 ９ 上 面 に 当 接 さ せ て 梁 ９ に 固 定 し た こ と で 、 地 震 の 揺 れ や 強 風 、 あ る い は 柱 ３ に 人 が  
寄 り か か る な ど し て フ レ ー ム 構 造 体 １ ５ に 横 荷 重 が 作 用 し て も 、 図 １ ３ （ ｂ ） ， （ ｃ ） に  
示 す よ う に 、 梁 ９ の 上 端 と 柱 ３ 間 （ 図 中 ａ 部 ） や 梁 ９ の 下 端 と 柱 ３ 間 （ 図 中 ｂ 部 ） に 隙 間  
が 生 じ な い の で 、 フ レ ー ム 構 造 体 １ ５ の 揺 れ を 抑 え る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ １ ， １ ２ は 、 本 発 明 の フ レ ー ム 付 き デ ッ キ の 他 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 本 フ レ ー  
ム 付 き デ ッ キ は 、 柱 ３ が 大 引 き １ ８ の 上 か ら ず れ た 位 置 に 配 置 し て あ る 。
　 大 引 き １ ８ 間 に は 補 強 材 ５ ５ （ デ ッ キ 材 支 持 材 ） が 架 設 し て あ る 。 補 強 材 ５ ５ は 、 図 １  
２ に 示 す よ う に 、 ア ル ミ 形 材 で 中 空 状 に 形 成 さ れ て お り 、 長 手 方 向 の 両 端 部 が 凸 型 断 面 に  
形 成 さ れ た 大 引 き １ ８ （ 図 ５ 参 照 ） の 下 部 側 の 側 方 に 出 っ 張 っ た 部 分 の 上 面 に 載 置 さ れ 、  
上 方 か ら の ね じ ５ ６ で 固 定 し て あ る 。 そ し て 、 柱 固 定 金 具 ５ が 上 方 か ら の ね じ ２ ２ で 補 強  
材 ５ ５ に 固 定 さ れ て い る 。
　 こ の よ う に 大 引 き １ ８ 間 に 補 強 材 ５ ５ を 適 宜 架 設 す る こ と で 、 デ ッ キ １ ４ 上 の ど こ に で  
も 柱 ３ を 立 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 本 フ レ ー ム 付 き デ ッ キ の 施 工 手 順 を 説 明 す る 。 ま ず 、 所 定 の 位 置 に 束 柱 １ ９ を 設  
置 し 、 束 柱 １ ９ 上 に 大 引 き １ ８ を 架 設 す る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て 大 引 き １ ８ 間 に 補 強 材 ５  
５ を 架 設 す る 。
　 次 に 、 大 引 き １ ８ 上 に デ ッ キ 材 １ ， １ ， … を 一 方 側 か ら 順 に 並 べ て 取 付 け る 。 そ の 後 、  
幕 板 ２ ０ を 取 付 け る 。
　 そ う し て デ ッ キ １ ４ の 施 工 を 済 ま せ た 後 、 デ ッ キ １ ４ 上 に フ レ ー ム 構 造 体 １ ５ を 施 工 す  
る 。 フ レ ー ム 構 造 体 １ ５ の 施 工 は 、 ま ず 、 図 ８ － １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 デ ッ キ １ ４ 上 の  
柱 ３ を 立 設 し よ う と す る 位 置 に 、 予 め プ レ ー ト ２ ５ と 筒 状 部 ２ ６ を 一 体 化 し た ４ つ の 柱 固  
定 金 具 ５ を 仮 置 き す る 。
　 次 に 、 図 ８ － １ （ ｂ ） と 図 ９ ， １ ０ に 示 す よ う に 、 柱 固 定 金 具 ５ の プ レ ー ト ２ ５ に 梁 ９  
の 小 口 を 突 き 当 て る 形 で 、 柱 固 定 金 具 ５ の プ レ ー ト ２ ５ 同 士 の 間 に ４ 本 の 梁 ９ を そ れ ぞ れ  
配 置 す る こ と に よ り 、 柱 固 定 金 具 ５ を 位 置 決 め す る 。 先 に 述 べ た よ う に 、 柱 固 定 金 具 ５ の  
プ レ ー ト ２ ５ の 外 形 が 柱 ３ の 外 形 と 一 致 し て い る た め 、 こ の よ う に 柱 固 定 金 具 ５ 間 に 梁 ９  
を 配 置 す る だ け で 、 ４ つ の 柱 固 定 金 具 ５ を 所 定 の 柱 位 置 に 正 確 に 位 置 決 め で き る 。
　 次 に 、 図 ８ － １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 柱 固 定 金 具 ５ の プ レ ー ト ２ ５ の ね じ 挿 通 孔 ２ ９ （  
図 ７ 参 照 ） の 位 置 に 合 わ せ て 、 ね じ ２ ２ 用 の ね じ 孔 を ド リ ル ５ ７ で 加 工 す る 。 ね じ 孔 の 加  
工 は 、 プ レ ー ト ２ ５ を 粘 着 テ ー プ 等 で デ ッ キ 材 １ に ず れ な い よ う に 固 定 し た 上 で 、 プ レ ー  
ト ２ ５ の ね じ 挿 通 孔 ２ ９ に ド リ ル ５ ７ を 挿 通 し て 行 っ て も よ い し 、 ケ ガ キ 針 等 で ね じ 挿 通  
孔 ２ ９ の 位 置 を デ ッ キ 材 １ に 印 を 付 け 、 柱 固 定 金 具 ５ を い っ た ん ず ら し て 行 っ て も よ い 。
　 次 に 、 図 ８ － ２ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 柱 固 定 金 具 ５ を 上 方 か ら の ね じ ２ ２ で 大 引 き １ ８  
又 は 補 強 材 ５ ５ に 固 定 す る 。
　 次 に 、 あ ら か じ め 柱 ３ の 上 端 部 側 面 に 柱 梁 連 結 具 １ ０ を 取 付 け た 上 で 、 図 ８ － ２ （ ｅ ）  
に 示 す よ う に 、 柱 ３ の 下 端 部 を 柱 固 定 金 具 ５ の 筒 状 部 ２ ６ に 上 方 か ら 嵌 め 、 柱 ３ の 下 端 面  
を つ ば ５ ８ 上 に 載 置 す る 。
　 次 に 、 図 ８ － ２ （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 柱 ３ と 柱 固 定 金 具 ５ の 筒 状 部 ２ ６ を 側 方 か ら の ね  
じ ３ ２ で 固 定 す る 。
　 そ の 後 、 柱 ３ に 取 付 け て あ る 柱 梁 連 結 具 １ ０ を 梁 ９ の 端 部 に 挿 入 し て 梁 ９ に 固 定 す る こ  
と に よ り 、 柱 ３ 間 に 梁 ９ を 架 設 す る 。
　 そ の 後 、 柱 ３ の 上 端 に 柱 端 部 キ ャ ッ プ １ １ を 取 付 け 、 柱 端 部 キ ャ ッ プ １ １ で 柱 ３ の 上 端  
の 小 口 を 塞 ぐ と 共 に 、 柱 端 部 キ ャ ッ プ １ １ の 延 出 部 １ ２ を 梁 ９ の 上 面 に 固 定 し て 柱 ３ と 梁  
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９ を 連 結 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 に 述 べ た よ う に 本 フ レ ー ム 付 き デ ッ キ は 、 デ ッ キ 材 １ ， １ ， … と 、 デ ッ キ 材 １ ， １  
， … を 支 持 す る デ ッ キ 材 支 持 材 （ 大 引 き １ ８ 、 補 強 材 ５ ５ ） と 、 デ ッ キ 材 １ ， １ ， … 上 に  
設 け た フ レ ー ム （ 柱 ） ３ と 、 フ レ ー ム ３ の 下 端 部 に 設 け た フ レ ー ム 固 定 金 具 （ 柱 固 定 金 具  
） ５ と を 備 え 、 フ レ ー ム 固 定 金 具 ５ は 、 デ ッ キ 材 １ 上 に 載 置 さ れ る プ レ ー ト ２ ５ と 、 フ レ  
ー ム ３ の 中 空 部 内 に 配 置 さ れ る 筒 状 部 ２ ６ を 有 し 、 プ レ ー ト ２ ５ は 、 上 方 か ら の ね じ ２ ２  
で デ ッ キ 材 支 持 材 １ ８ ， ５ ５ に 固 定 し て あ り 、 筒 状 部 ２ ６ は 、 側 方 か ら の ね じ ３ ２ で フ レ  
ー ム ３ に 固 定 し て あ る こ と で 、 デ ッ キ １ ４ 上 の ど こ に で も フ レ ー ム ３ を 取 付 け で き る 。
　 フ レ ー ム 固 定 金 具 ５ の プ レ ー ト ２ ５ は 、 筒 状 部 ２ ６ の 周 囲 に は み 出 た つ ば ５ ８ を 有 し 、  
つ ば ５ ８ 上 に フ レ ー ム ３ の 下 端 を 載 置 し て あ る の で 、 フ レ ー ム ３ の 小 口 を プ レ ー ト ２ ５ で  
覆 う こ と が で き 、 且 つ フ レ ー ム ３ を 安 定 し て 支 持 で き る 。
　 デ ッ キ 材 支 持 材 は 、 大 引 き １ ８ と 、 大 引 き １ ８ 間 に 架 設 し た 補 強 材 ５ ５ と を 有 し 、 フ レ  
ー ム 固 定 金 具 ５ の プ レ ー ト ２ ５ は 、 大 引 き １ ８ 又 は 補 強 材 ５ ５ に ね じ ２ ２ で 固 定 し て あ る  
の で 、 デ ッ キ １ ４ 上 の 任 意 の 位 置 に フ レ ー ム ３ を 安 定 し て 設 置 す る こ と が で き る 。
　 フ レ ー ム 固 定 金 具 ５ は 、 プ レ ー ト ２ ５ が ス テ ン レ ス 板 で 形 成 さ れ 、 筒 状 部 ２ ６ が ア ル ミ  
形 材 で 形 成 さ れ 、 タ ッ ピ ン グ ホ ー ル ２ ８ を 有 す る も の で あ り 、 下 方 よ り タ ッ ピ ン グ ホ ー ル  
２ ８ に 螺 入 す る ね じ ２ ７ で プ レ ー ト ２ ５ と 筒 状 部 ２ ６ を 一 体 化 し て あ り 、 筒 状 部 ２ ６ の 内  
側 で デ ッ キ 材 支 持 材 １ ８ ， ５ ５ に ね じ 止 め し て あ る の で 、 強 度 と 耐 久 性 ・ 耐 候 性 に 優 れ 、  
且 つ 安 価 に 製 作 す る こ と が で き 、 フ レ ー ム ３ を デ ッ キ 材 支 持 材 １ ８ ， ５ ５ に 強 固 に 固 定 で  
き る 。
　 フ レ ー ム 固 定 金 具 ５ の プ レ ー ト ２ ５ に 上 下 方 向 に 貫 通 す る 孔 （ 水 抜 き 孔 ） ３ ０ が 設 け て  
あ る た め 、 フ レ ー ム ３ 内 に 浸 入 し た 雨 水 を 排 水 し た り で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 フ レ ー ム 構 造 体 １ ５ の 製 造 方 法 は 、 縦 材 （ 柱 ） ３ と 、 縦 材 ３ 間 に 架 設 し た 横 材 （ 梁 ）  
９ と 、 縦 材 ３ の 下 端 部 を 土 台 （ デ ッ キ ） １ ４ 上 に 固 定 す る 縦 材 固 定 金 具 （ 柱 固 定 金 具 ） ５  
と を 備 え 、 縦 材 固 定 金 具 ５ は 、 縦 材 ３ と 外 形 が 一 致 す る プ レ ー ト ２ ５ を 有 し 、 縦 材 固 定 金  
具 ５ を 、 プ レ ー ト ２ ５ 同 士 の 間 に 横 材 ９ を 配 置 す る こ と で 位 置 決 め し た 上 で 土 台 １ ４ に 固  
定 し 、 固 定 し た 縦 材 固 定 金 具 ５ の プ レ ー ト ２ ５ 上 に 縦 材 ３ を 立 設 し 、 縦 材 ３ 間 に 横 材 ９ を  
架 設 す る の で 、 施 工 性 が 良 い 。 す な わ ち 、 プ レ ー ト ２ ５ 間 に 横 材 ９ を 配 置 す る だ け で 、 縦  
材 ３ の 間 隔 、 縦 材 ３ の 向 き を 正 確 に 出 す こ と が で き 、 汎 用 ス ケ ー ル で 間 隔 を 測 っ た り す る  
手 間 が 要 ら な い か ら 、 短 時 間 で フ レ ー ム 構 造 体 １ ５ を 正 確 に 組 立 て で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 フ レ ー ム 構 造 体 １ ５ は 、 柱 ３ と 梁 ９ と 柱 梁 連 結 具 １ ０ と 柱 端 部 キ ャ ッ プ １ １ と  
を 備 え 、 柱 梁 連 結 具 １ ０ は 、 柱 ３ の 側 面 に 固 定 し 、 梁 ９ の 端 部 に 挿 入 し て 梁 ９ と 固 定 し て  
あ り 、 柱 端 部 キ ャ ッ プ １ １ は 、 柱 ３ の 小 口 を 塞 ぐ と と も に 梁 ９ 側 に の び る 延 出 部 １ ２ を 有  
し 、 延 出 部 １ ２ は 、 梁 ９ 上 面 に 当 接 さ せ て 梁 ９ に 固 定 し て あ る の で 、 す っ き り と し た 見 栄  
え の 良 い 意 匠 に で き 、 且 つ 柱 梁 間 に 隙 間 が 開 く の を 防 止 し て 柱 ３ と 梁 ９ を 強 固 に 連 結 で き  
る 。
　 延 出 部 １ ２ は 、 柱 梁 連 結 具 １ ０ に 固 定 し て あ る の で 、 延 出 部 １ ２ を 梁 ９ と 強 固 に 固 定 で  
き る 。
　 柱 梁 連 結 具 １ ０ は 、 梁 ９ に 下 か ら の ね じ ４ ６ で 固 定 し て あ り 、 柱 端 部 キ ャ ッ プ １ １ は 、  
梁 ９ に 上 か ら の ね じ ４ ４ ， ５ ０ で 固 定 し て あ る の で 、 柱 ３ と 梁 ９ の 接 合 面 の 上 端 側 及 び 下  
端 側 の い ず れ の 隙 間 も 防 止 で き 、 簡 易 構 造 物 １ ５ の 揺 れ を 抑 え る 効 果 が 高 い 。
　 柱 ３ は タ ッ ピ ン グ ホ ー ル ２ ３ を 有 し 、 柱 端 部 キ ャ ッ プ １ １ は 、 柱 ３ の タ ッ ピ ン グ ホ ー ル  
２ ３ に 螺 入 す る ね じ ４ ９ で 柱 ３ に 固 定 し て あ る の で 、 柱 端 部 キ ャ ッ プ １ １ を 簡 単 に 且 つ 確  
実 に 柱 ３ に 固 定 で き る 。
　 柱 端 部 キ ャ ッ プ １ １ は 金 属 製 で あ る た め 、 薄 い 板 状 で も 強 度 が 高 く 、 す っ き り し た 意 匠  
と し な が ら 簡 易 構 造 物 １ ５ の 揺 れ を 抑 え る 効 果 が 確 実 に 発 揮 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 本 発 明 は 以 上 に 述 べ た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 フ レ ー ム の 構 成 や 用 途 は 、 適 宜 変 更 す  
る こ と が で き 、 例 え ば 照 明 を 取 付 け る た め の １ 本 の 柱 で あ っ た り 、 実 施 形 態 の よ う に 柱 が  
４ 本 の も の に 限 ら ず 、 柱 を ６ 本 と し た も の 、 柱 を 一 直 線 上 に 複 数 配 置 す る と と も に 柱 上 又  
は 柱 間 に 横 材 を 架 設 し て フ ェ ン ス と し た も の 等 で あ っ て も よ い し 、 柱 間 の 下 部 に 下 枠 を 取  
付 け る こ と も で き る 。 フ レ ー ム 固 定 金 具 の 材 質 、 形 状 は 、 適 宜 変 更 す る こ と が で き る 。 デ  
ッ キ 材 の 材 質 、 デ ッ キ 材 を 支 持 す る 大 引 き 等 （ デ ッ キ 材 支 持 材 ） の 構 成 は 問 わ な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １   デ ッ キ 材
　 ２   デ ッ キ 材 固 定 金 具
　 ３   柱 （ フ レ ー ム ）
　 ５   柱 固 定 金 具 （ フ レ ー ム 固 定 金 具 ）
　 １ ４   デ ッ キ
　 １ ５   フ レ ー ム 構 造 体
　 １ ８   大 引 き （ デ ッ キ 材 支 持 材 ）
　 ２ ２   ね じ
　 ２ ５   プ レ ー ト
　 ２ ６   筒 状 部
　 ３ ２   ね じ
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ － １ 】
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【 図 ８ － ２ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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